
単位数 ○

ICT活
用

○

授業の到達目標
１．保育実習に参加する際の心構え他、保育計画等の作成方法を習得する
２．模擬保育を実施し、遊びを通した総合的な指導について理解する

学位授与の方針
（DP)との関連

1.知識・理解を応用し活用する能力−(1)／1.知識・理解を応用し活用する能力−(2)／2.汎用的技能を応用し活用する能力−(1)／2.汎用
的技能を応用し活用する能力−(2)

授業計画
【第8回】

第8回 実習事前指導
実習課題と心得について確認する。

授業計画
【第5回】

第5回 保育指導案の作成（３〜５歳児）
模擬保育を実践し、省察を踏まえた新たな指導案を作成する。

授業計画
【第6回】

第6回 模擬保育の実践
作成した指導案を基に模擬保育を実践する。

授業計画
【第7回】

第7回 保育指導案の考察
模擬保育実践の省察から、自身の指導案を改善する。

授業計画
【第2回】

第2回 保育実習日誌の必要性、記述の方法、保育計画について
記録の必要性と記録の方法、保育計画の作成方法について学ぶ。

授業計画
【第3回】

第3回 保育指導案の作成（０〜２歳児）
模擬保育実施に向けた保育指導案を作成する。

授業計画
【第4回】

第4回 模擬保育の実践と考察
作成した指導案を基に模擬保育を実践する。実践後は省察を行う。

【保育所実習】
　本授業の目的は、「保育実習（保育所）」に向けて実習の意義・目的・内容について理解することと、実習後に保育者としての課題
を明らかにし、今後の実習に向けて新たな学習課題を設定することである。保育所実習に臨むためには、保育所実習の方法・心構え・
守秘義務・記録の意義と方法・保育計画及び指導計画を理解し、子どもとのかかわりを考える必要がある。そのために授業では、実習
日誌の書き方、指導案作成、模擬保育の実施を通して、保育所実習の課題を明確にしていく。また、実習後には、実習内容を振り返
り、学びや課題を報告し、今後の実習に向けて新たな課題を設定していく。

授業の進め方
と方法

【保育所実習】毎回の授業にて、演習形式の授業を展開する。授業の前半では、授業計画に沿った内容の講義を行う。後半では、各自
が取り組んだ予習内容を基に、グループワークを行う。

授業計画
【第1回】

【保育所実習】
第1回 保育所実習の意義および目的
保育所実習の意義と目的、保育実習の内容について理解する。

関連する科目
「保育内容総論」「社会的養護」「児童家庭福祉」を事前に受講しておくことが望ましい。履修後は「保育実習指導Ⅱ/Ⅲ」および「保
育実習Ⅱ/Ⅲ」を履修すること

2単位 配当学年 3 実務経験教員
アクティブ
ラーニング

担当教員名 西田 雅美
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授業時間外学習【復習】

備考

評価方法・基準

以下の項目に基づいて評価する
【保育所50点】1)学習意欲10点／2)提出物10点／3)指導案作成・実践20点／4)事後指導・実習報告会への取り組み意欲10点

テキスト 「保育実習の手引き」（南九州大学）　その他、適宜資料を配布する

参考書 1.保育実習日誌　2.保育実習の手引き　3.保育所保育指針解説書　4.実習日誌・指導計画案の書き方等配布資料

課題に対する
フィードバック

課題等は評価後に返却する

授業で学んだ内容を振り返り、新たな情報収集をすること（40分程度）

授業で学んだ内容を振り返り、新たな情報収集をすること（40分程度）

授業時間外学習【予習】


